
 

 

野
村
紀
子
議
員
は
２
１
日
、
開
会
中

の
６
月
議
会
で
、
当
選
後
初
め
て
の
一

般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
大
要
は

次
の
通
り
で
す
。 
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健
康
保
険
証
廃
止
の
撤
回
、
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
の
見
直
し
を 

今
月
２
日
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
個
人
情
報
が
流
出
す
る
重
大
な
ト
ラ

ブ
ル
が
起
き
て
い
る
さ
な
か
、「
改
定
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
来
年
秋
に
紙
の
健
康
保
険
証
を

廃
止
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
健

康
保
険
証
を
一
本
化
す
る
も
の
で
す
。 

６
月
の
Ａ
Ｎ
Ｎ
世
論
調
査
で
は
、「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
」
と
の
回
答
が
７
６
％
を

占
め
、
地
元
紙
は
保
険
証
と
の
一
体
化

に
延
期
や
撤
回
を
求
め
る
声
が
７
２
％

と
報
道
し
ま
し
た
。 

野
村
紀
子
議
員
は
、
市
内
の
国
民
健 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

健
康
保
険
証
廃
止
の
撤
回
、
環
境
過
敏
症
の
児
童
・ 

生
徒
へ
の
対
策
、
児
童
館
廃
止
の
見
直
し
を
求
め
る 
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野
村
紀
子
議
員 
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特
別
な
ニ
ー
ズ
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
強
化
を 

野
村
議
員
は
、
柔
軟
剤
な
ど
の
人
工
香

料
成
分
が
原
因
の
化
学
物
質
過
敏
症
や

電
磁
波
過
敏
症
な
ど
で
体
調
不
良
に
な

り
、
通
勤
や
登
校
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

方
の
声
を
紹
介
し
、
人
権
や
学
び
を
保
障

す
る
対
策
、
理
解
を
広
げ
る
と
り
く
み
の

推
進
を
求
め
ま
し
た
。 

教
育
次
長
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
生

徒
の
実
態
に
応
じ
て
、
保
護
者
と
相
談

し
、
個
別
に
対
応
を
検
討
す
る
」「
教
職
員

等
に
対
し
、
化
学
物
質
過
敏
症
や
電
磁
波

過
敏
症
に
つ
い
て
、
研
修
等
の
機
会
を
と

ら
え
て
情
報
提
供
し
、
周
知
し
て
い
く
」

と
答
え
ま
し
た
。 

ま
た
野
村
議
員
は
、
市
教
委
は
今
春
か

ら
各
区
の
拠
点
校
に
「
言
語
・
難
聴
・
発

達
障
が
い
」
の
通
級
指
導
教
室
を
設
置
す

る
こ
と
と
し
た
が
、
教
室
環
境
整
備
や
備

品
、
人
事
配
置
基
準
が
不
十
分
だ
と
し
て

改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

教
育
次
長
は
「
通
級
指
導
教
室
の
設

置
、
教
員
の
配
置
、
教
育
環
境
設
備
、
指

導
者
の
育
成
な
ど
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒

の
多
様
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
学
び
の
場
の
充
実
に
努
め
て
い
く
」
と 

答
弁
し
ま
し
た
。 
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康
保
険
加
入
者
で
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
ひ

も
づ
け
し
た
方
は
４
５
％
で
、
ま
だ
半
数

以
上
の
方
は
紙
の
保
険
証
の
ま
ま
だ
と
指

摘
。
マ
イ
ナ
保
険
証
が
な
い
人
は
、
保
険

証
に
代
わ
る
資
格
確
認
書
が
発
行
さ
れ
る

が
、
資
格
確
認
書
は
毎
年
本
人
が
役
所
の

窓
口
で
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
カ
ー
ド
申
請
が
困
難
な
施
設
入
所
の

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、
無
保
険
扱
い
に

な
る
人
が
続
出
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
市

は
ど
う
対
応
す
る
の
か
と
質
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
つ

か
否
か
は
、
個
々
人
の
自
由
な
の
に
、
マ

イ
ナ
保
険
証
を
事
実
上
強
制
し
、
紙
の
保

険
証
を
廃
止
す
れ
ば
無
保
険
者
の
方
が
増

え
、
国
民
皆
保
険
制
度
が
崩
壊
し
か
ね
ず
、

医
療
現
場
や
介
護
現
場
な
ど
か
ら
強
い
反

対
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
と
指
摘
。
来
年

秋
の
紙
の
保
険
証
廃
止
は
中
止
し
、
一
端
、

立
ち
止
ま
っ
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

見
直
す
よ
う
国
に
働
き
か
け
る
べ
き
だ
と

市
長
に
迫
り
ま
し
た
。 

中
原
市
長
は
「
保
険
者(

市)

が
働
き
か

け
を
行
っ
て
も
、
ご
自
身
で
の
申
請
が
困

難
な
場
合
は
、
職
権
で
資
格
確
認
書
を
交

付
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
本
市
の
国

保
に
お
い
て
も
、
資
格
確
認
書
の
申
請
漏

れ
な
ど
に
よ
り
、
無
保
険
者
扱
い
さ
れ
る

方
な
ど
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
準

備
を
進
め
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。 

北
区
の
児
童
館
廃
止
計
画
の 

見
直
し
を 

野
村
議
員
は
、
北
区
豊
栄
地
区
の
４

つ
の
児
童
館
の
う
ち
葛
塚
東
児
童
館
と

早
通
児
童
セ
ン
タ
ー
の
２
つ
を
廃
止
す

る
再
編
計
画
に
つ
い
て
、
利
用
す
る
児

童
・
保
護
者
か
ら
存
続
を
望
む
声
が
多

数
あ
り
、
廃
止
・
再
編
の
理
由
に
す
る
市

の
「
公
共
施
設
の
再
編
計
画
」
に
も
と
づ

い
て
も
早
急
に
廃
止
す
る
対
象
で
は
な

く
、
住
民
・
保
護
者
の
意
見
を
尊
重
し
な

い
廃
止
計
画
は
や
め
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。 ま

た
、
児
童
館
の
開
館
時
間
を
１
時

間
後
ろ
に
ず
ら
す
条
例
改
正
案
が
、
住

民
の
意
見
を
聞
か
ず
議
会
に
提
案
さ
れ

た
こ
と
も
結
論
あ
り
き
だ
と
指
摘
し
ま

し
た
。 

こ
ど
も
未
来
部
長
は
、
児
童
館
が
親

子
や
小
中
学
生
の
居
場
所
に
な
っ
て
い

る
と
し
な
が
ら
、「
児
童
館
施
設
は
原
則

新
設
や
更
新
は
お
こ
な
わ
ず
、
既
存
施

設
の
活
用
で
そ
の
機
能
を
確
保
す
る
」

と
答
弁
。
北
区
長
は
「
早
通
児
童
セ
ン
タ

ー
の
機
能
移
転
は
、
住
民
か
ら
多
く
の

意
見
が
あ
り
、
地
域
住
民
が
参
加
す
る

検
討
会
を
立
ち
上
げ
議
論
を
進
め
る
」

「
児
童
館
の
開
館
時
間
は
、
夏
休
み
な

ど
の
長
期
休
暇
に
つ
い
て
は
柔
軟
に
対

応
す
る
」
旨
の
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。 
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